	名カウンセラーとは？



●質問・忠告・助言などをしようとすると、どうしても言葉数が多くなる。

○相手の気持ちを大切にし、正しく理解しようとする。⇒必然的に口数が減って耳を傾ける態度になる。

○理解できたところだけを言葉にして、素直に相手に伝えていく。

1） 自己一致
· カウンセラーの純粋性―カウンセラーが面接の場面でありのままの存在であり作意が無く、

真実そのものであること。

2） 受　　容
· カウンセラーの無条件の肯定的配慮―理屈抜きにまず相手の話を聞く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　―理屈抜きで温かい心づかいをする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　―心を開いて、聞かせて頂く姿勢。

3） 共感的理解
· 話し手の話を通して、話し手自身へ耳を傾けていく。

· 話し手の内面の世界をその人になった感じを受け止めながら聴いていく。

· 怒り、悲しみ、恐れ、喜びなどの気持ちをそのまま感じ取る。

⇒　その感じの中に自分の感じを交ぜたり影響されたりしない

· ただただ聴かせて頂く。

⇒　自分の判断も交ぜないし、疑いの気持ちや不安などで自分に色をつけて聴かない。

ちょっぴりカウンセリング的ストローク

　　余裕の無い日常的アプローチ　⇒　        ちょっぴりカウンセリング的アプローチに変える
1）「お前は…」と注意する　⇒　　　　　      「私なら…こうするよ」と言って支援する。
2）「それは間違いだ」と決め付ける　⇒　      「あなたの意見はどうなの…？」と問いかける。
3）「優しさ」で好かれると考える　⇒　　      「厳しさ」で信頼されると考える。
4）相手の「ＳＯＳを批判」する　⇒　　　      相手の「ＳＯＳをキャッチ」する。
5）相手から「いつも忙しそう」と思われる　⇒　相手から「いつも余裕がある」と思われる。
6）「まだか、できたか」と責め立てる　⇒      「何か困っていることはないか」とサポートする。
7）いつも眉間にしわを寄せている　⇒　　      いつも余裕があって穏やかな雰囲気であたたかい。
8）「…やらせる」事に努力する　⇒　　　      「どんな風にしたら意欲が持てるか」に努力する。
9）困ったことが起こると逃げる。　⇒　　      困ったときこそ体を張って出番と考える。
10）場当たり的な対応をする。　⇒　　　       自分の思いを事前に伝えて相手に理解してもらう。
11）地位、役割で相手に指示する　⇒　        「魅力・人望」を内に秘めながら相手に協力を得る。
12）泥をかぶらない、やることをやらない。⇒　 やるべきことをやって責任から逃れない。
13）自分から気晴らしに誘う　⇒　             相手から気晴らしに誘われる。
14）いつも叱る材料を探している　⇒　         常に誉める材料を探している。
15）いつも「やり方」を語る　⇒　             いつも「なぜそうするか」を語る。
16）相手の弱みを知っている　⇒　             相手の強みを分かっている。　　　　　　

友人が受けたカウンセリング講座資料より

カウンセリングの基礎技法として「傾聴」がある。

いかなる心理療法であってもこの「傾聴」というスキルを使って話を聴く。

夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方　幸せ研究所　

知多クリック内  　http://www.chitac.com/　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2008.6.20
『あなたのためのスピリチュアル・カウンセリング』江原啓之　中央公論新社より 市図書館本館　\1200-
スピリチュアル･カウンセリングをはじめるまえに　　八つの法則

1 霊魂の法則…人間は霊的存在、霊魂は永遠に生き続ける

　　3つの苦しみ＝死、死別、人生を不幸と思うこと　（いかに幸せと思えるか　→　苦難を乗り越える）
　　死してこの世で味わった「経験」とそこから得た喜怒哀楽さまざまな「感動」を持ち帰る。
　　いかにたくさん「感動」を得たか。幸せは霊的視点で考える。喜怒哀楽の「感動」にたましいを震わすこと
2 階層の法則…死後の世界は無数の階層からなる「差別界」たましいは浄化向上を志している。心境、霊格＝たましいの年齢　どれだけ純粋でどれだけ輝いているか　　現界　→　幽現界　→　幽界（階層）　【第二の死】　→　霊界　→　神界　→　再生

3 波長の法則
　　霊とも切磋琢磨、共存共栄　　憑依霊も魂を鍛えてくれるものととらえる。

　　「類は友を呼ぶ」、前向きな高いエネルギー（優しさといたわりの心。感謝の心､向上心､謙虚､誠実）､言霊・言葉のエネルギー)

4 愛のエネルギーで守られ助けられる。全ては自分の波長次第。（「人は心の鏡」）

5 守護の法則
　　守（主）護霊（ガーディアン・スピリットまたはエンジェル）が寄り添い、見守ってくれる

　　生まれる前からともにいてともに生き、死の瞬間も死後もすっと一緒にいて温かく見守ってくれる

　　守護霊の願いはたましいを成長させ、より輝かせることに尽きる。安心を胸に愛を学びながら精一杯生きる

6 類魂（グループ・ソウル）の法則
　　大霊の子、神の子ども、家族はたましいの学校、守護霊は自分の前世、守護霊自身も学ぶ、

双子霊（ツイン・ソウル）は出会えば強い絆…キュリー夫妻

7 因果の法則
　　原因と結果＝カルマ　思い・言葉・行為の全てがカルマとなる。人間関係はたましいに輝きを与える磨き砂

　　自分の非に気づく　個　→　家　→　会社　→　社会　→　国　→　地球

　　どんなことも人のせいにしないで生きる、前向きにうけとめて生きる

8 運命の法則
　　運命はあなた自身が自由意志で決めていく。生きる喜び　責任主体　宿命はある（生まれる前に選ぶ）

　　ケーキのスポンジ（宿命）とクリーム（人生）の関係

9 幸福の法則
　　大霊＝神と一つになるため、真の幸福を得るために霊的法則が働いている。

　　私たちは天使であり続け、いずれは必ず神に帰するということを絶対的に保証している法則

　　与える人生こそ幸せな人生、計算づくの愛は否定的なエネルギー

　　一人ひとりが救世主であることを自覚することが急務

人生の目的は「魂の成長」、現世は「魂を成長」させる、人格を高めるための学びの場、霊的真理の実践

スピリチュアルな視点を持って、実際の相談をカウンセリングする（しっかり伝えるので聞いて欲しい。）

しっかり受け止め、自分で責任を持って実践・実行してほしい　  物質主義的な価値観にのめりこまない生き方
私の気付き　―　心にひっかかった言葉
· 人を非難したくなるようなことは忘れる
相手がある過去のつらいこと(人間関係のこと)はでき　　　　　

る限り忘れる－誰かの話の台とするときだけは生かす

· 人が人を裁く必要はない

· 学びあいの場

· 人生に全責任を持つ、依存心を克服する、自立した生き方

· 人は家族の愛に飢える

· 思いのしこりを取る

· 恋愛は感性を磨いていく学び、結婚は生活をともに営

みながらお互いの人格を磨きあっていく建設的な学びの場
· ｢ごめんなさい｣→「ありがとう」に変えていく

· 先祖など死者に救いを求めない

· 執着を絶つ。生きている間が大切

夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方　幸せ研究所　
知多クリック内　http://www.chitac.com/　　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2008.5.9

話に耳を傾けよう （Being　the　Best）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　デニス・ウェイトリー 
きょう、少し 
あなたの子どもが言おうとしていることに耳を傾けよう。 

きょう、聞いてあげよう、あなたがどんなに忙しくても。 
さもないと、いつか子どもはあなたの話を聞こうとしなくなる。 

子どもの悩みや要求を聞いてあげよう。 
どんなに些細な話も、どんなにささやかな行いもほめて、 
おしゃべりを我慢して聞き、いっしょに大笑いをしてあげよう。 
子どもに何があったか、何を求めているのかを見つけてあげよう。 

そして言ってあげよう、愛していると。毎晩毎晩。 
叱ったあとは必ず抱きしめてやり、 
「大丈夫だ」と言ってやろう。 

子どもの悪い点ばかりをあげつらっていると、そうなってほしくないような人間になってしまう。 
だが、同じ家族の一員なのが誇らしいと言ってやれば、 
子どもは自分を成功者だと思って育つ。 

きょう、少し 
あなたの子どもが言おうとしていることに耳を傾けよう。 
どんなに忙しくても。 
そうすれば、子どももあなたの話を聞きに戻ってくるだろう。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　友人が受けたカウンセリング講座資料より

夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方　幸せ研究所　
知多クリック内　http://www.chitac.com/　　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2008.8.2
結果ではなく「動機」が大切、小我を捨てる


必要な物を得ながらも物質におぼれず、愛を学び、たましいの成長をめざす


「天職」と「適職」がある


コンプレックスをもつのは愛に飢えている


包容力をもて


どんなにつらいことがあっても生きることに価値がある


想い・思い　→　言葉(ことだま)　→　行為


全てが同じ重さを持つ








